
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 神
奈
川
茗
渓
会 

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催 

 

神
奈
川
茗
渓
会
の
新
た
な
事
業
と

し
て
、
昨
年
の
総
会
の
席
上
及
び
前

号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
通
り
、

昨
年
十
月
三
十
日
（
月
）
、
秦
野
の
「
東

京
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」（
秦
野
市
寺

山
一
四
五
〇
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
は
「
桐
心
会
」（
本
会
の
体
育
学
部

同
窓
会
）
の
ご
協
力
を
頂
戴
し
て
実

施
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
台
風
一
過
の
爽
や
か
な
秋

空
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
十
二
名

は
、
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
グ
リ
ー 

ン
横
で
打
合
せ
の
後
、
四
人 

一
組
の
三
組
で
、
八
時
に
ス 

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
組
合
せ 

は
以
下
の
通
り
で
す
。 

共
通
の
楽
し
み
を
通
し
て
、 

こ
れ
ま
で
触
れ
合
う
機
会
の 

な
か
っ
た
先
輩
方
と
も
顔
見 

知
り
に
な
り
、
十
分
な
親
睦 

が
図
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま 

す
。
民
間
企
業
、
行
政
、
私 

学
に
勤
務
し
て
い
る
方
な
ど
、 

こ
れ
ま
で
本
会
の
活
動
に
な 

か
な
か
加
わ
っ
て
い
た
だ
く 

機
会
の
な
か
っ
た
方
々
と
も 

「
ゴ
ル
フ
」
と
い
う
ツ
ー
ル 

を
介
し
て
親
睦
を
深
め
、
結 

果
と
し
て
神
奈
川
茗
渓
会
の 

活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を 

期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。 

コ
ン
ペ
の
後
の
パ
ー
テ
ィ 

で
、
翌
年
の
同
時
期
に
継
続 

実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
大
会
へ
の
参
加
方
法
を
工
夫

し
て
、
よ
り
広
い
同
窓
に
声
を
か
け
ら

れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
が
事
務
局
長
と
し
て
支
部
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
川
田
氏
が
鵜

川
氏
か
ら
神
奈
川
支
部
長
を
引
き
継
が

れ
た
頃
（
平
成
十
二
年
）
で
し
た
。 

そ
の
頃
の
全
国
の
正
会
員
は
二
万
八

千
人
ほ
ど
で
、
会
費
納
入
率
も
三
〇
％

を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
十
年
後

は
正
会
員
が
二
万
二
千
人
、
会
費
納
入

率
は
二
〇
％
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

先
の
本
部
資
料
で
は
、
正
会
員
一
万

八
千
人
、
会
費
納
入
率
は
十
％
を
か
ろ

う
じ
て
キ
ー
プ
し
て
い
る
現
状
で
す
。

な
か
で
も
神
奈
川
支
部
の
納
入
率
の
低

さ
は
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
こ
れ
ま
で
神
奈
川
支
部
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
者
と
し
て
責
任
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、
打
開
策
を
講
じ

た
い
と
い
う
思
い
で
一
杯
で
す
。 

一
昨
年
、
清
水
前
会
長
か
ら
任
を
引

き
継
ぎ
、
副
会
長
や
事
務
局
長
と
と
も

に
、
受
け
継
い
だ
課
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
充
分
と
い
え
ず
、

忸
怩
た
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

同
窓
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
小
さ
な
地
域

の
会
合
、
茗
渓
会
館
で
の
教
員
採
用
試

験
対
策
な
ど
、
新
規
に
始
め
た
事
業
は

継
続
で
き
る
方
向
が
見
え
て
い
ま
す
。 

組
織
の
整
備
や
新
規
事
業
を
展
開
し

な
が
ら
、
会
の
活
性
化
と
会
員
の
増
加

を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

茗
溪
か
な
が
わ 

第
十
二
号 

の
発
行
に
際
し
て 

神
奈
川
茗
溪
会
会
長 

矢
野 

正
人 

七
月
十
五
日
（
日
）、
一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
理
事
の
川
田
孝
一
氏
（
ｓ
三
九

教
大
総
農
）
を
お
招
き
し
て
、
茗
渓
会

神
奈
川
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
、
横
浜

中
華
街
の
『
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
』
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
七
月
の
第
一
土
曜
日

開
催
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
当
該
日
が
大
安
吉
日
と
い
う

こ
と
で
結
婚
披
露
宴
が
多
く
、
異
例
の

開
催
日
設
定
と
な
り
ま
し
た
。
三
連
休

の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
出

足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
通
り

の
参
加
者
人
数
（
総
会
六
四
、
懇
親
会

七
八
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇
総
会
に
先
立
ち 

十
一
時
。
総
合
司
会
（
山
崎
紀
彦
氏

ｓ
五
三
教
院
農
）
の
促
し
で
総
会
に
先

立
っ
て
出
席
者
一
同
が
黙
祷
し
、
昨
年

の
総
会
以
降
に
訃
報
を
頂
戴
し
た
十
三

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。 

 

〇
総
会
の
様
子 

坂
本
紀
典
氏
（
ｓ
五
一
教
大
健
教
）

は
開
会
の
辞
の
中
で
、『
写
真
集 

東
京

教
育
大
学
百
年
』（
昭
和
五
五
年
十
月
初 
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【
一
組
】 

大
辻 

昇 

落 

信
久 

高
橋 

正
一 

熊
沢 

茂 

【
二
組
】 

新
木 

康
稔 

大
塚 

哲 

佐
藤 

公
一 

鈴
木 

中 

【
三
組
】 

大
畑
多
津
雄 

坂
本 

紀
典 

安
藤 

彬 

矢
嶋 

博 

（
敬
称
略
） 

五
月
二
十
四
日
に
本
部
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
代
議
員
と
し

て
六
名
の
方
が
選
出
さ
れ
、
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
々
木
悦
子
氏
（
ｓ
46
教
体
） 

本
木 

幹
雄
氏
（
ｓ
50
教
健
） 

山
崎 

紀
彦
氏
（
ｓ
53
教
院
農
） 

大
畑
多
津
雄
氏
（
ｓ
52
教
数
） 

大
石 

 
進
氏
（
ｓ
56
筑
体
） 

中
道 

 

徹
氏
（
ｓ
57
筑
二
生
） 

今
年
度
か
ら
二
年
の
任
期
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
清
水
前
会
長
の
意
向
に
よ
り

『
茗
渓
か
な
が
わ
』
を
発
行
し
始
め
て

十
二
号
を
数
え
ま
す
。
年
二
回
の
発
行

で
す
か
ら
六
年
目
と
な
り
ま
す
。 

発
行
の
目
的
は
、
会
の
様
子
や
会
員

の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
会
員
の
絆
を
強

め
、
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
し
た
。

年
二
回
の
郵
送
で
す
が
、
二
〇
通
ほ

ど
が
「
宛
先
不
明
」
で
返
送
さ
れ
て
き

ま
す
。
物
故
の
お
知
ら
せ
、
県
外
転
居
、

退
会
の
連
絡
も
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
五

〇
通
ほ
ど
が
郵
送
分
で
減
少
し
て
い
き

ま
す
。
減
少
分
を
補
う
だ
け
の
新
規
加

入
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
は

な
り
ま
せ
ん
。 

今
回
で
郵
送
件
数
は
一
千
通
を
切
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ま
し
た
。 

当
日
は
、

今
年
三
月
に

卒
業
予
定
の

筑
波
の
学
生

も
参
加
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
勤

務
先
が
異
動

と
な
ら
れ
た

同
窓
も
遠
方
（
名
古
屋
）
か
ら
駆
け

つ
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

常
連
の
他
に
新
た
な
参
加
者
も
加

わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
二
次
会
も
恒

例
と
な
り
ま
し
た
。
二
十
人
か
ら
三

十
人
へ
と
、
若
手
の
輪
が
広
が
り
、

様
々
な
業
界
と
い
っ
た
豊
か
な
色
彩

も
加
わ
り
、
年
々
盛
況
と
な
っ
て
い

く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

校
長
・
副
校
長
・
教

頭
・
総
括
教
諭
・
行

政
職
の
会 

若
手
交
流
会 

神
奈
川
で
開
か
れ
た
茗
溪
の
つ
ど
い 

若
手
交
流
会
（
若
手
の
会
）
は
、

平
成
年
代
の
卒
業
（
修
了
）
生
を

対
象
と
し
た
交
流
会
で
す
。
十
一

月
の
第
三
土
曜
日
、
横
浜
の
中
華

レ
ス
ト
ラ
ン
が
会
場
と
決
ま
っ
て

い
ま
す
。 

大
学
関
係
者
、
研
究
者
、
企
業

人
、
行
政
職
、
高
校
教
員
な
ど
多

士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

す
。
お
子
様
連
れ
で
ご
夫
妻
参
加

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

昨
年
は
六
回
目
の
会
合
で
し

た
。
初
め
て
ご
両
親
に
連
れ
て
こ

ら
れ
た
時
は
小
学
生
で
し
た
が
、

早
い
も
の
で
高
校
生
に
な
っ
て
い 

を
加
え
て
二
十
三
名
で
し
た
。 

 

ご
退
職
者
を
本
会
で
は
卒
業
者
と
お

呼
び
す
る
恒
例
で
す
が
、
会
の
途
中
で
ま

ず
西
塚
氏
、
続
い
て
三
橋
氏
か
ら
卒
業
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
頁

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
近
況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
が

続
き
、
学
生
宿
舎
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
、
会

員
は
す
べ
て
筑
波
大
学
の
卒
業
生
と
な

り
、
か
つ
て
は
中
華
街
の
大
店
で
多
数
の

参
加
者
を
得
て
開
催
し
て
い
た
本
会
も
、

参
加
人
数
の
減
少
傾
向
は
否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
ん
な
流
れ
を
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
に
、
中
野
氏
（
麻
生
総
合
高
等
学

校
長
）
の
司
会
の
声
に
導
か
れ
て
、
宴
は

華
や
か
に
進
み
、
宴
の
最
後
に
は
円
陣
を
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組
ん
で
の
宣
揚
歌
斉
唱
、
そ
し
て

大
石
氏
（
城
山
高
等
学
校
長
）
に

よ
る
エ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
行
政
職
の
出
席
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
、

こ
の
会
が
、
教
育
局
と
学
校
と
の

円
滑
な
や
り
と
り
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
各
学
校
間
の
管
理
職
や
リ

ー
ダ
ー
職
員
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
会
合
が
神
奈
川
の
公
教
育

の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
し
て
末

永
く
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
、
神
奈
川
茗
溪
会
事
務
局
長
で

も
あ
る
加
藤
氏
（
新
城
高
等
学
校

長
）
の
挨
拶
を
閉
め
に
、
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。 

十
二
月
十
六
日
、
佐
藤
氏
（
横
浜
翠
嵐

高
等
学
校
長
）
と
林
氏
（
大
和
高
等
学
校

長
）
の
両
人
を
発
起
人
と
し
て
、
標
記
の

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
矢

野
会
長
、
川
田
顧
問
を
お
迎
え
し
、
藤
沢

の
割
烹
『
若
狭
』
の
日
本
情
緒
た
っ
ぷ
り

の
お
座
敷
で
、
会
は
進
行
し
ま
し
た
。
出

席
者
は
、
昨
年
度
ご
退
職
さ
れ
た
二
名 

 

素敵な人生を設計するために 

健康をデザインしてみませんか？ 

健康“管理”という発想から一歩踏み出して 

自分のからだと新たに出会う楽しさを 

『鍼灸院秀鳳』で味わってみませんか？ 

バランスのとれたからだと いきいきした日々を 

手にしていただけますよう 

秀鳳スタッフが笑顔でお手伝いいたします 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 

教
職
三
八
年
を
振
り
返
っ
て 

三
橋
史
朗
（ｓ
54
筑
一
自
然
）

こ
の
度
、
諸
先
輩
の
あ
た
た
か
い
お

気
遣
い
に
よ
り
「
茗
溪
か
な
が
わ
」
へ

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
拙
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

卒
業
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
ご

報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
、
県
立
座
間
高
校
で
国
語
科
教

諭
と
し
て
勤
め
て
お
り
ま
す
。
元
々
、

教
員
を
志
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
実

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
卒
業

後
に
教
職
へ
向
か
う
転
機
が
あ
っ
た

の
で
す
。 

平
成
二
三
年
に
筑
波
大
学
を
卒
業

後
、
神
奈
川
県
の
金
融
機
関
に
就
職
い

た
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
母
校

で
あ
る
神
奈
川
県
立
希
望
ケ
丘
高
校

の
剣
道
部
コ
ー
チ
と
し
て
お
誘
い
を

受
け
ま
し
た
。 

平
日
は
会
社
に
勤
務
し
、
休
日
は
後

輩
と
と
も
に
剣
道
に
汗
を
流
す
日
々

を
送
る
中
で
、
高
校
生
の
心
身
の
成
長

に
携
わ
る
「
教
育
」
の
素
晴
ら
し
さ
に

惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
を
追
う
ご

と
に
教
員
の
夢
が
膨
ら
む
反
面
、
あ
る 

茗
溪
の
水 

第６回富士山マラソンで自己ベストの３時間５４分０９秒
（サブフォー達成）でゴールしました 

金
融
機
関
を
経
て
教
職
へ

 

 
 
 
 

平
山
明
広
（Ｈ
22
人
文
）

 

私
の
教
員
生
活
は
、
千
葉
県
の
私

立
高
校
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
二
年

間
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
教
員
採
用
試
験
を
受
け
直

し
、
昭
和
五
十
六
年
の
神
田
高
校
を

ス
タ
ー
ト
に
、
大
原
高
校
、
西
湘
高

校
と
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
出
深
い
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。
西
湘
高
校
で
は
、

理
数
コ
ー
ス
の
立
ち
上
げ
や
、
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、

校
舎
の
改
修
な
ど
、
短
期
間
に
多
種

多
様
な
職
務
を
こ
な
す
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
現
在
も
、
再
任
用
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

私
の
大
き
な
転
機
は
西
湘
高
校
か

ら
の
異
動
の
時
で
し
た
。
異
動
先
は

横
浜
県
税
事
務
所
で
し
た
。
内
示
の

直
後
は
、『
ど
う
し
て
？
』
と
い
う
思

い
が
強
く
、
や
っ
と
の
思
い
で
心
の

整
理
を
つ
け
た
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

 

横
浜
県
税
事
務
所
で
過
ご
し
た
時

間
は
わ
ず
か
一
年
で
し
た
が
、
一
生

の
思
い
出
に
残
る
体
験
で
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
川
崎

競
馬
の
ツ
イ
ン
ク
ル
レ
ー
ス
で
す
。

競
馬
を
楽
し
み
な
が
ら
「
の
み
に
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
な
ど
、
学
校
で

は
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
秦
野

総
合
高
校
、
二
宮
高
校
、
山
北
高
校

と
管
理
職
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た

が
、
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
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懸
念
が
私
を
蝕
ん
で
い
き
ま
し
た
。

私
は
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
悩
み
に
悩
ん
で
周
り
の

方
々
と
相
談
を
重
ね
、
教
員
免
許
を

取
得
す
る
た
め
、
筑
波
大
学
へ
再
入

学
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。 

三
年
間
の
勤
務
を
経
た
平
成
二
六

年
七
月
に
退
職
。
同
年
十
月
に
科
目

等
履
修
生
と
し
て
再
入
学
し
、
国
語

科
の
免
許
を
取
得
の
た
め
、
二
年
半

の
間
を
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。 

そ
の
期
間
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
方

に
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故
・
清
水
進
一
先
輩
、
大
畑
多
津
雄

先
輩
、
望
月
正
大
先
輩
、
松
澤
直
子

先
輩
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
輩
方
と

の
ご
縁
な
く
し
て
、
今
の
私
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

そ
し
て
一
昨
年
十
月
に
神
奈
川
県

よ
り
採
用
を
頂
き
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
座
間
高
校
で
は
、
一
学
年
の
国

語
を
担
当
し
、
部
活
は
剣
道
部
顧
問

と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
育
成
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

月
に
県
立
荏
田
高
校
を
ス
タ
ー
ト
に
、

教
員
と
し
て
十
四
年
間
、
教
育
行
政
に

十
四
年
間
、
管
理
職
と
し
て
九
年
間
の

計
三
七
年
間
、
多
く
の
茗
渓
の
諸
先
輩

方
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
充
実
し

た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

実
は
、
先
日
（
一
月
二
〇
日
）
、
筑
波

大
学
ス
ポ
ー
ツ
（
旧
体
育
）
社
会
学
研

究
室
の
卒
業
論
文
＆
修
士
論
文
発
表
会

に
三
八
年
ぶ
り
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
第
二
の
人
生
を
迎
え
、
も
う
一
度
、

学
生
時
代
に
、
教
授
や
仲
間
達
と
将
来

の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に

熱
く
議
論
を
交
わ
し
た
頃
の
気
概
を
思

い
出
し
た
い
と
の
思
い
で
し
た
。
学
生

の
卒
論
や
院
生
の
修
論
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
等
に
関
す
る
新
た
な
視

点
で
の
研
究
が
あ
り
、
時
の
流
れ
を
感

じ
ま
し
た
。
発
表
会
の
最
後
に
、
学
外

か
ら
の
参
加
者
に
講
評
を
求
め
ら
れ
、

私
か
ら
は
、
筑
波
大
学
の
創
生
期
の
思

い
出
話
に
加
え
、
私
が
今
日
ま
で
筑
波

大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
教
育
大
学
の

先
輩
に
大
変
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
は
、
教
育
者
の
多
い
茗
渓

の
伝
統
と
し
て
、
面
倒
見
が
良
い
先
輩

が
多
い
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

二
四
〇
名
の
卒
業
生
の
内
、
教
員
に
な

る
の
は
三
〇
名
弱
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
今
や
筑
波
大
学
の
卒
業
生
は
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
私
が
筑

波
大
学
の
同
窓
生
が
共
通
で
持
っ
て
い

る
特
徴
と
し
て
、
生
活
拠
点
が
大
学
内

（
学
生
宿
舎
）
、
ま
た
、
そ
の
周
辺
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
筑
波
大
学
の
卒
業
生
は
、

茗
渓
の
同
窓
と
し
て
の
絆
は
よ
り
強
い

は
ず
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

神
奈
川
茗
渓
会
も
、
現
役
は
筑
波
世

代
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
職
種
に
散

ら
ば
り
、
な
か
な
か
同
窓
の
絆
を
確
か

め
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
、
筑
波
大
学
の
卒
業
生
と

し
て
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

第
二
の
人
生
で
も
、
自
ら
の
健
康
の
保

持
増
進
と
体
力
の
維
持
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
後
輩
達
の
活
躍
を
影
で
応
援
し
、

同
窓
の
絆
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

第
二
の
人
生
に
向
け
て 

西
塚
祐
一
（ｓ
55
筑
体
）

 

平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
。
三
七
年

間
の
教
員
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
筑
波
大
学
の
三

期
生
と
し
て
卒
業
し
、
昭
和
五
五
年
四



 
 
 

会員の皆様 
神 奈 川 茗 渓 会  
会 長  矢 野 正 人  

神奈川茗渓会の総会と懇親会のご案内 

 
 青葉若葉のみぎり、会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のほどお喜び申し上げます。 
 さて、神奈川茗渓会の総会と懇親会を、下記の要領で開催いたしますので、どうぞ、お誘いあわせの上、奮ってご

参集くださるようご案内申し上げます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ご出欠席の返信    7 月 5 日（木）までに、返信用はがきにてお知らせください。 

  支部会費納入のお願い 当日ご参加できない方は、同封の払い込み用紙にて支部会費（1,000 円/年）を納入くださるよう

お願い申し上げます。なお、ご夫妻で会員の方につきましては、ご案内を１通とさせていただい

ております。ご了承ください（支部会費はお一人分で結構でございます）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開催日時 平成 30 年 7月 2８日（土） 11:00～（受付 10:45） 

開催場所 ローズホテル横浜（☎ 045-681-3311） 
●JR 根岸線「石川町(北口)」より徒歩 10 分 
●みなとみらい線「元町・中華街駅」より徒歩 1分 

           http://www.rosehotelyokohama.com/content/access 

   日 程 総 会  11:00 ～ 12:00 宴会場（2階） 

       講演会  12:00 ～ 13:00 宴会場（2階） 

野中忠彦氏（s41 教大物）「日本初の大型ロケット打ち上げクルーの一員として」     

懇親会： 13:15 ～ 15:30 ボール・ルーム（2階） 

                             ※参加人数により、会場が変更となる場合がございます。 

          懇親会費等 懇親会費等 10,000 円（支部会費 1,000 円を含みます。） 

                                ※当日、受付にて申し受けます。 

※本部会費 (3,500 円)の納入も受け付けております。 

茗渓かながわ 2018.6 神奈川茗渓会発行                                         （４） 

事務局長  加藤 充洋（s56 筑一社） 090-1618-6152 katosen.nedoved@icloud.com 

 川崎地区【川崎市】 
委員  西村 宗一郎（s51 教大植）   045-362-7010 
委員  南 敏章（s52 教大数）        045-945-2086 

横浜地区【横浜市】 
委員  佐々木 悦子（s46 教大体） 045-784-0670 
委員  望月 正大（s51 教大数）   045-812-0281 

横三・湘鎌地区【横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、三浦郡、茅ヶ崎市、藤沢市、高座郡】 
委員  鈴木 彰（s49 教大地）   0467-52-5354 
委員  瀬木 明（s52 教大応数） 090-1040-3612 

平秦・西湘地区【平塚市、小田原市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、南足柄市、秦野市、伊勢原市】 
委員  細谷 俊一（s47 教大生化工）  0465-77-2046 
委員  山田和彦（s53 教大農）  0462-88-1504 

北相地区【厚木市、海老名市、綾瀬市、大和市、座間市、相模原市、愛甲郡、神奈川県外】 
委員  大島 恵子（s46 教大植）  042-715-0317 
委員  本木 幹雄（s50 教大体健） 090-3817-3402 

○ご不明の点は、事務局、または以下の地区委員までお問い合わせください。 
○住所変更や不明会員の情報などありましたら、事務局または地区委員までお知らせください。


